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東 京 基 督 教 大 学  大 学 院 学 則 

2012年（平成24年）４月１日施行 

 

第１章 総 則 

（趣旨） 

第１条 この学則は、東京基督教大学大学院（以下「本大学院」という。）の教育課程その

他必要な事項について定めることを目的とする。 

２ この学則に定めのない事項については、本学学則を適用する。 

（大学院の目的） 

第２条 本大学院は、本学の建学の精神に基づいて、教育基本法に則り、学校教育法の定

めるところに従い、キリスト者である男女に、神学に関する学術の理論及び応用を教授

研究し、その深奥をきわめ、高度専門職業人である教会教職者（牧師・宣教師・伝道者・

教会教育従事者・教会主事等）および神学研究者・教育者としての深い学識、卓越した

能力および品格を培い、教会と社会の安寧と発展に寄与することを目的とする。 

（名称） 

第３条 本大学院は、東京基督教大学大学院と称する。 

（所在地） 

第４条 本学は、千葉県印西市内野三丁目301番５に置く。 

 

第２章  課程、研究科、専攻、学生定員および修業年限 

（課程） 

第５条 本大学院に博士課程を置く。 

２ 博士課程は、前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３年の課程（以

下「博士後期課程」という。）に区分し、博士前期課程は、これを修士課程として取り

扱うものとする。 

３ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力または

これに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを

目的とする。 

４ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他

の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな

学識を養うことを目的とする。 

（研究科、専攻および学生定員） 

第６条 本大学院において設置する研究科、専攻およびその学生定員は次のとおりとする。 
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研究科および専攻 入学定員 収容定員 

神学研究科神学専攻 

（博士前期課程・２年制） 
18人 36人 

神学研究科神学専攻 

（博士後期課程・３年制） 
2人 6人 

 

（修業年限および在学年限） 

第７条 修業年限は、博士前期課程は２年、博士後期課程は３年（ただし、法科大学院の

課程を修了した者は２年）とする。 

２ 在学年数は、博士前期課程は４年を、博士後期課程は６年（ただし、法科大学院の課

程を修了した者は４年）を超えてはならない。 

３ 学生が、職業を有している等の事情により、修業年限及び在学年限を超えて一定の期

間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは、別

に定めるところにより、その計画的な履修を認めることがある。 

４ 優れた研究業績を上げた者の修業年限については、大学院設置基準第１７条の定める

ところに従い、博士前期課程及び博士後期課程をあわせ、３年以上（第１３条第２項の

定めにより、博士後期課程より入学した者は、１年以上）とすることができる。 

 

第３章 教育研究上の目的、ポリシー 

（教育研究上の目的） 

第８条 本大学院は人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を以下の通り定め

る。 

（１）神学研究科神学専攻 

①博士前期課程 

プロテスタント・キリスト教の精神に立って、旧約・新約聖書に基づく高度で体系的な

神学上の学識・深い霊性と高い倫理性・論理的説明能力・他者との協働による問題解決

能力を身につけ、複雑な様相を呈する現代社会に生きる人々に対する深い理解をもって

教会を形成し、より良き市民社会の実現のために貢献できる高度専門職業人としての教

会教職者を養成することを主要な目的とする。また、将来、本学または他の神学教育機

関において神学の教育・研究に携わる神学研究者・教育者の養成もその目的に加える。 

②博士後期課程 

豊かな学識を養い、神学上の総合的な方法論を用いて高度で創造的な神学研究を行う。

これにより、グローバル化し複雑化する教会と社会の神学上の諸課題について提言し、

新しい未来の構築に貢献できる、本学や国内外の大学及び神学教育機関の神学研究者・

教育者、教会・宣教団体・キリスト教 NPO/NGO等の神学における高度な専門性と研究能

力を持った指導者を養成することを目的とする。 

（アドミッション・ポリシー） 

第９条 本大学院は入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を以下の通り定め

る。 



３ 

（１）神学研究科神学専攻（博士前期課程） 

①「教会教職コース」 

以下の項目のいずれにも該当する者であること。 

a．将来、教会教職者（牧師・宣教師・伝道者・教会教育従事者・教会主事等）になる

という召命（使命）を持ち、それらの職に就くための高度な専門教育を受けることを

欲する者。 

ｂ．プロテスタントのキリスト教会において、受洗後、または幼児洗礼の場合は信仰告

白後、３年以上の教会生活を送り、本研究科への入学について教会の推薦を得られる

者。 

ｃ．入学時までに、神学の専門基礎教育（聖書言語を含む）を修了している者。又は、

本研究科の定める神学に関する知識（聖書言語を含む）を有すると認められる者。 

②「研究教育コース」 

以下の項目のいずれにも該当する者であること。 

a.将来、大学や神学研究・教育機関で働く神学研究者・教育者になるという召命（使命）

を持ち、それらの職に就くための高度な専門教育を受けることを欲する者。 

b.プロテスタントのキリスト教会において、受洗後、または幼児洗礼の場合は信仰告白

後、３年以上の教会生活を送り、本研究科への入学について教会の推薦を得られる者。

ただし、教会制度をとらないプロテスタントの諸団体に属する者は、本条件に準ずる

者であること。 

c.入学時までに、神学の専門基礎教育を修了している者。または、本研究科の定める神

学に関する知識を有すると認められる者。 

（２）神学研究科神学専攻（博士後期課程） 

キリストへの信仰を表明し、かつ、本神学研究科博士前期課程の修了者、他大学の同等

の課程の修了者、及びそれと同等の学力があると研究科委員会が認めた者のうちで、極

めて優れた学力があると認められる者。 

（カリキュラム・ポリシーおよびコース） 

第１０条 本大学院は教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を以下の通

り定める。 

（１）神学研究科神学専攻（博士前期課程） 

ａ．研究科神学専攻の下、「聖書学」領域と「神学・教会」領域を設置し、両領域から

必修科目・選択科目をバランスよく配置することにより、神学に関する高度で体系的

な実践的知識を身につけさせることを目的とする。 

ｂ．基幹科目による神学理解に基づき、学生が選択した分野について修士論文を書き上

げるために、高度な専門知識と研究能力を深めることのできる専門科目群を設置する。 

ｃ．研究指導の一環として初年度第１学期に、神学研究の基礎を教授し、研究分野に焦

点を絞る前の、総合的な神学研究への導入を行う。 

d.「神学・教会」領域の実践的適用性を重視する諸科目と合わせて、説教と実践神学に

関する演習科目において、神学の専門知識を実践に応用する能力及び教会教職者とし

ての倫理性の涵養を目指す。 

ｅ．神学研究科神学専攻（博士前期課程）においては、その養成する人材像に基づき、教
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会教職コースと研究教育コースの２コースを設け、履修の指針とする。 

（２）神学研究科神学専攻（博士後期課程） 

博士前期課程における教育研究を土台にして、より高度な研究指導を行う。また、他の

研究者たちとの議論や協働をとおして問題解決を探る能力、及び論理的説明能力の涵養

に留意する。 

（ディプロマ・ポリシー） 

第１１条 本大学院は卒業認定・学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を以下

の通り定める。 

（１）神学研究科神学専攻（博士前期課程） 

本研究科では、以下に掲げる３つの能力及び専攻に固有の高度な専門知識と研究能力

を身につけ、２年以上の在学と所定の30単位以上（研究教育コース修了の場合は同単位

数）を履修し、かつ研究指導を受けた上で、提出された修士論文又は特定の課題につい

ての審査及び最終試験に合格した者に、修士号（神学）を授与する。 

ただし、教会教職コース修了には、上記修了要件を含む38単位以上を、当該の履修モ

デルに従って修得する必要がある。 

ａ．今日の教会と世界が直面する神学的諸課題について、旧約・新約聖書の原語による

解釈とそこから導き出せる原則に基づき、キリスト教の豊かな伝統と今日の状況に照

らして分析・統合し、現代に対して意味のある神学を創造的に営む能力。 

ｂ．自らの知見を、他者に説得力をもって伝達するための論理構築をし、表現する能力。 

ｃ．現代の教会と社会において直面する多様な事態に、高い倫理性と品格をもって取組

み、問題解決のために提言するだけでなく、他者を理解し協働する能力。 

（２）神学研究科神学専攻（博士後期課程） 

本研究科では、博士前期課程において求められる能力に加え、以下に掲げる能力及び

専門知識と研究能力を身につけ、第７条に定める期間の在学と所定の14単位以上を履修

し、博士論文の審査及び最終試験に合格した者に、「博士（神学）」の学位を授与する。 

ａ．神学の総合的で深い理解の上に立ち、高度で創造的な研究を行う能力を博士論文に

おいて実証し、かつ他者との協働をとおしてその研究能力を発揮できる能力。 

 

第４章  学年、学期および休業日 

（学年、学期、休業日） 

第１２条 本大学院における学年、学期及び休業日については、大学学則の定めに準ずる。

ただし、必要ある場合は、学長は、大学運営会議の議を経て、学期の開始日および終了

日あるいは休業日について、臨時に変更することができる。 

 

第５章  入学、休学および退学 

（入学の資格） 

第１３条 本大学院博士前期課程に入学することのできる者は、献身したキリスト者で次

の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１）大学を卒業した者 

（２）学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者 
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（３）外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより

当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者 

（５）日本において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者 

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以後に修了した者 

（７）文部科学大臣の指定した者 

（８）学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本大学

院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者 

（９）本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で、22歳に達した者 

２ 本大学院博士後期課程に入学することのできる者は、キリストへの信仰を表明する者

で次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１）修士の学位又は専門職学位（学校教育法第１０４条第１項の規定に基づき学位規

則第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下この条において同じ。）を有する者 

（２）外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修し、修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

（４）日本において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度

において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

（５）国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置

法（昭和五十一年法律第七十二号）第一条第二項に規定する千九百七十二年十二月

十一日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」

という。）の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者 

（６）外国の学校、第４号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修

し、大学院設置基準第１６条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、

修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

（７）文部科学大臣の指定した者 

（８）本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有

する者と同等以上の学力があると認めた者で、24歳に達した者 

（入学の志願） 

第１４条 本大学院に入学を志願する者は、入学願書に履歴書、所属教会牧師推薦書その

他必要書類に所定の入学選考料を添えて本学に提出しなければならない。 

２ 提出の時期、方法については学生募集要項において定める。 
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（入学者の選考） 

第１５条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考する。 

（入学の手続きおよび入学の許可） 

第１６条 入学試験に合格した者は、所定の日までに保証人連署の上、誓約書に所定の入

学金、その他の必要な経費を添えて提出しなければならない。この手続きを終了しない

者は、合格を取り消すことがある。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

（再入学・転入学） 

第１７条 本大学院に再入学または転入学を志願する者があるときは、選考の上、相当年

次に入学を許可することがある。 

２ 前項の規程により、入学を許可された者が、本大学院以外の大学院ですでに修得した

授業科目および単位数の取扱いならびに在学すべき年数については、研究科委員会の議

を経て、研究科委員長が決定する。 

 

第６章  教育課程および履修方法等 

（教育方法、履修指導、研究指導の方法） 

第１８条 本大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下

「研究指導」という。）によって行うものとする。 

２ 本大学院の学生は、入学の当初に指導教授と協議した上で研究主題を定め、研究科委

員会の定めるところに従い、履修する授業科目を選定して許可を得なければならない。 

３ 授業科目の種類、単位数等は別表第１のとおりとする。 

４ 学長は、別表第１に掲げる科目の他に、研究科委員会の議を経て、必要な授業科目を

置くことができる。 

５ 研究科委員会が教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院又は研究所等において

必要な研究指導を受けることを認めることができる。ただし、博士前期課程の学生につ

いて認める場合には、当該研究指導を受ける期間は、１年を超えないものとする。 

（他大学院において履修した授業科目の単位認定） 

第１９条 教育上有益と認めるときは、学生が本大学院の定めるところにより、入学前ま

たは在学中に他の大学院において履修した授業科目について修得した単位を、10単位を

超えない範囲で本大学院における授業科目の履修により修得したものとみなすことが

できる。 

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学院に留学した場合、外国の大学院が行う通信教育

における授業科目を日本において履修した場合、外国の大学院の教育課程を有するもの

として当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大

臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を日本において履修した場合

及び国際連合大学の教育課程における授業科目を履修した場合について準用する。 

 

第７章 修了等 

（修了） 

第２０条 学長は、研究科委員会の議を経て、以下の各号のいずれかに該当する者につい
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て、本大学院博士前期課程の修了を認定する。 

（１）本大学院博士前期課程に第７条に定める修業年限以上在学し、本学則に定める授

業科目および単位数を取得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査

及び最終試験に合格した者 

（２）専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野

の基礎的素養であって当該博士前期課程において修得し、又は涵養すべきものにつ

いての試験、及び博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であっ

て当該博士前期課程において修得すべきものについての審査に合格した者 

２ 学長は、研究科委員会の議を経て、以下に該当する者について、本大学院博士後期課

程の修了を認定する。 

（１）本大学院博士後期課程に第７条に定める修業年限以上在学し、本学則に定める授

業科目および単位数を取得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、本大学院の行う

博士論文の審査及び試験に合格した者 

３ 学長は、修了を認定した者に対して、学位規則において定める学位を授与する。 

 

第８章  入学選考料、入学金、授業料、その他の費用 

（入学選考料等の金額） 

第２１条 本大学院の入学選考料、入学金、授業料等の金額は別表第２のとおりとする。 

 

第９章 教員組織および運営組織 

（研究科委員会） 

第２２条 本大学院神学研究科に研究科委員会をおく。 

２ 研究科委員会は、その研究科の授業科目を担当する専任教員をもって組織する。 

３ 研究科委員会は、学長及び研究科委員長（以下この条において「学長等」という。）が

当該研究科に係る次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとす

る。 

（１）学生の入学及び課程の修了 

（２）学位の授与 

（３）前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意

見を聴くことが必要なものとして学長等が別に定めるもの 

４ 研究科委員会は、前項に定めるもののほか、学長等がつかさどる教育研究に関する事

項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（研究科委員長） 

第２３条 研究科委員会に研究科委員長を置く。委員長は、研究科委員会を招集し、その

議長となる。 

２ 研究科の専攻に専攻主任を置く。 

 

第１０章 雑則 

（改廃） 

第２４条 この学則の改廃は、研究科委員会及び教授会の議を経て、理事会が行う。 



８ 

 

附則［2011年（平成23年）３月22日制定］ 

この学則は、2012年（平成24年）４月１日から施行する。 

附則［2011年（平成23年）８月29日改正］ 

この学則は、2012年（平成24年）４月１日から施行する。 

附則［2013年（平成25年）３月26日改正］ 

この学則は、2014年（平成26年）４月１日から施行する。 

附則［2015年（平成27年）３月24日改正］ 

この学則は、2015年（平成27年）４月１日から施行する。 

附則［2020年（令和２年）３月24日改正］ 

この学則は、2020年（令和２年）４月１日から施行する。 

附則［2020年（令和２年）６月23日改正］ 

この学則は、2021年（令和３年）４月１日から施行する。 
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別表第１ａ（博士前期課程） 

必
修

選
択

自
由

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4 16 0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4 18 0

神学研究の基礎 1

研究指導 4

神学総合演習 1

説教演習Ⅰ 1

説教演習Ⅱ 1

1

1

6 4 0

14 38 0

神学･教会特殊研究XI（日本の諸宗教とキリスト教）

卒業用件（神学研究者・教育者コース同様）は、必修科目として14単
位。その他の科目から選択科目として16単位以上（研究する領域の提供
科目から主に履修すること）、合計30単位以上を修得し、かつ、修士論
文の審査及び最終試験に合格すること。また教会教職者コースは、別に
定める履修方法により合計42単位以上（上記修了要件を含む）を修得す
ること。（履修科目の登録の上限：29単位/年間）

卒業要件及び履修方法

合計（28科目）

小計（11科目）

研
究
・
演
習

実践神学演習Ⅰ

実践神学演習Ⅱ

小計（7科目）

神学･教会特殊研究Ⅶ（宗教教育学）

神学･教会特殊研究Ⅷ（宗教心の発達）

神学･教会特殊研究Ⅸ（キリスト教公共福祉）

神学･教会特殊研究Ⅹ（教会と法律）

聖書学特殊研究Ⅹ（新約聖書神学）

小計（10科目）

神
学
・
教
会

神学･教会特殊研究Ⅰ（近現代のプロテスタント神学）

神学･教会特殊研究Ⅱ（宗教多元社会と公共哲学）

神学･教会特殊研究Ⅲ（日本キリスト教史）

神学･教会特殊研究Ⅳ（現代キリスト教の世界的展開）

神学･教会特殊研究Ⅴ（宗教改革史）

神学･教会特殊研究Ⅵ（教会とミニストリー）

聖
書
学

聖書学特殊研究Ⅰ（旧約・新約聖書緒論）

聖書学特殊研究Ⅱ（聖書解釈学）

聖書学特殊研究Ⅲ（五書研究）

聖書学特殊研究Ⅳ（歴史書研究）

聖書学特殊研究Ⅴ（聖文書研究）

聖書学特殊研究Ⅵ（預言書研究）

聖書学特殊研究Ⅶ（新約聖書とその世界）

聖書学特殊研究Ⅷ（福音書研究）

聖書学特殊研究Ⅸ（パウロ研究）

科目
区分

授業科目の名称

単位数

 



１０ 

別表第１ｂ（博士後期課程） 

必
修

選
択

自
由

神学特論 2

小計（1科目） 2 0 0

研究指導 12

小計（1科目） 12 0 0

14 0 0

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

卒業要件は、基礎領域として2単位、専門領域として12単
位、合計14単位を修得し、かつ、博士論文の審査及び口答
試問試験に合格すること。

合計（2科目）

専
門
領
域

基
礎
領
域

科目
区分

授業科目の名称

単位数

 

 

 

 

別表第２ （2015年度から） 

 
神学研究科神学専攻 

（博士前期課程） （博士後期課程） 

授業料 ※672,000円 ※672,000円 

施設費 195,000円 195,000円 

教育充実費 51,000円 24,000円 

計 918,000円 891,000円 

※2014年度以前に東京基督教大学学部に入学（または編入学）

し、卒業後直ちに大学院に進学した場合（前期課程修了後直

ちに後期課程に入学した場合を含む）は588,000円 

 

入学選考料 35,000円 35,000円 

 

 


